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韓・米・独・英、書店数の推移と現状
オンライン書店や割引と戦う韓国の書店

〈Report from Korea〉白源根
コロナ禍を乗り越え増加する独立系書店

〈Report from the USA〉大原ケイ

割引価格より居心地の良さ求める英国人
〈Report from the UK〉清水玲奈

コスト上昇と闘いつつ事業継続の意欲あり
〈Report from Germany〉Angelika Kieran

独立系書店のお祝い vs アマゾン
　毎年 4 月最終土曜日は「インディペンデント書店
の日」とされ、アメリカ中の書店でさまざまな催
しが行われる。これはほとんどのインディペンデ
ント書店（独立系書店）が加盟する全米書店協会

（American Booksellers Association ＝ ABA）
の呼びかけにより、2013 年に始められた行事だ。
今年も全米の約 1600 店の書店で、著者を呼んでサ
イン会をしたり、トートバッグなどのオリジナル
グッズを売り出したり、と各店工夫を凝らしたお祝
いイベントが行われていた。今年は特に、将来のお
得意様となる子ども向けに、読み聞かせを中心とし
た企画が多かった。
　ただ今年は、アマゾンが 4 月 23 ～ 28 日の間に

「ブックセール」と銘打って一大ディスカウントセー
ル攻勢をかけてきた。多くの書店人がこれをわざと
嫌がらせしたと非難したが、アマゾンは「意図的で
はない」「偶然重なっただけ」とお茶を濁した。では、
来年から独立系書店のセレブレーションに重ならな
いように配慮するのかと問われても、明言はしてい
ない。既に、アメリカで売れるすべての本 3 冊のう
ち、2 冊がアマゾンの手によって読者に届いている
状態だ。アマゾンだけでなく、アメリカの小さな書
店が潰れずに商売をやっていくには、いつも数多の
敵がいる。だがこれは今に始まったことではない。

「書店」の定義が曖昧なアメリカ
　一口に「本屋」と言っても、日本と違ってきっち
りと書店数を数えるのも難しいのがアメリカ。正確

なデータはどこにもないし、閉店の時もひっそり店
じまいしてしまう。そもそも、何をもって「書店」
とするかが曖昧だ。どんな商売の店でも、出版社か
ら直接本を買い切りで仕入れ、売ることができるか
らだ。一般的には出版社から仕入れた本を返品でき
るのが継続的にビジネスをしている「書店」とされ
ている。
　書店数の指標となるのが、ABA に登録している
会員数だ。業界誌『パブリッシャーズ・ウィークリー』
によれば、09 年には全米で 1500 を切った会員数が、
その後徐々に持ち直し、最新（25 年）の数字では
会員数が 2836 社、会員店舗数が 3281 店。コロナ禍
の 20 年 3 月時点から 48.5％増となっている。スマ
ホが普及し、インターネットでなんでも賄われ、ア
マゾンが台頭する中にあって、毎年 200 ～ 300 店舗
ほど増えている計算になる。
　コロナ禍を乗り越え、ずっと経営している独立系
書店は足腰が強く、今は明確にネット書店を「敵」
とみなし、活動を続けている。アマゾンという強敵
と闘うには、自分の店の客層をしっかり理解し、手
渡しで本を売る機会を逃さず、ネットではできない
サービスを提供していく他はないだろう。
　各書店の実績を表す数字として返本率がある。独
立系書店の返本率は平均すると 1 割強。一方、アマ
ゾンや大手チェーン書店のバーンズ＆ノーブルの平
均返本率は 20％台、業界の平均返本率は 30％となっ
ている。
　これはウォルマートやコストコのような量販店
で、売れ筋の本が大量に仕入れられ、大量に返品

（多いものでは実に 90％を超える）されるので、こ
ういう数字になる。例えば、ニューヨーク州ブルッ
クリンにある独立系書店グリーンライト・ブックス
トアの店主は、「イベントの際に売り切れないよう
に多く仕入れるタイトルを除けば、うちの返品率は
ずっとヒト桁をキープしている」と話す。

　イギリスでは、毎年初めに、前年末の時点で
の書店数がニュースになる。これは、書店協会

（Booksellers Association ＝ BA）が、加盟店数
を毎年発表しているデータに基づく。イングランド
とウェールズの独立系書店はほぼ全てが BA に加
盟するので、これが、書店数の目安の指標になって
いる。2024 年のイギリス出版市場（オーディオブッ
クや電子書籍を含む）は 72 億ポンド（前年比 1％増、
約 1 兆 4400 億円）だった。なお、収入の 63％にあ
たる 45 億ポンド（前年比 3％増）は輸出によると
いうのが特徴だ。

最低軒数から復活した独立系書店
　コロナ禍によるロックダウン以来、生活費の高騰
もあって、小売業界全般ではオンラインショッピン
グの隆盛、実店舗の売上低下と閉鎖という流れが加
速し、24 年には全国で 1 万 3479 軒もの小売店が閉
業した。しかし、『ガーディアン』紙などによると、
独立系書店は 16 年に統計史上最低の 867 軒を記録
したが、それ以来 22 年まで増加を続け、その後も
新規出店の勢いは止まらず、全体数は高止まりして
いる。
　一方、イギリスを代表する大手書店チェーンの
ウォーターストーンズも、一時は赤字経営に陥った
ものの、11 年、独立系書店ドーント・ブックスの
創設者、ジェームズ・ドーント氏が改革を進めた結
果、着実に店舗数を伸ばしている。18 年頃 291 店
舗だったのが、22 年 6 月までに 311 店舗に拡大した。
23 年 4 月までの 1 年間には 13 店舗を増やし、総店
舗数は約 320 店舗に増加。24 年には、イギリス国
内に 12 店舗の新規書店をオープンした（これらの
数字は傘下の別ブランドの書店やヨーロッパの他国
の店舗も含む）。25 年も、イギリス国内に 12 店舗
以上の新規出店を計画している（『フィナンシャル・

タイムズ』紙などの報道による）。
　通信社 PA メディアの取材に対し、バースの独
立系書店、ミスター・ビーズ・エンポリアムのオー
ナー店長で、BA のエグゼクティブ・ディレクター
でもあるニック・ボトムリーは、自店の収入源につ
いて「イベントと、書店員独自のセレクトによる本
のサブスクが、ビジネスの主な部分になってきてい
る」と述べる。成功する書店の秘訣として、「ただ
売るだけの店ではなく、温かみがあり、誰でも歓迎
してもらえて、体験が楽しめるような場所」である
ことが鍵になると話す。

書店の利益は標準 35 ～ 45%
　イギリスではかつて、書籍の定価販売の協定ネッ
ト・ブック・アグリーメント（NBA）が存在し
ていたが、1990 年代にスーパーマーケットや大手
チェーン書店が割引販売を始めて実質的になし崩し
となり、最終的には司法判断で違法となり廃止され
た。これが個人経営の書店に大きな打撃を与えた。
　書籍はおおむねディストリビューターと呼ばれる
仲介業者を通して書店に供給され、通常、書店は推
奨小売価格（RRP）の 55 ～ 65% で買い取る（つ
まり 35 ～ 45% が書店の利益）。大手書店、WH ス
ミスやウォーターストーンズでは「2 冊買うと 1 冊
半額」などの割引を行っているし、アマゾンでは通
常 1 割引から半額ほどの価格で本を売っている。大
量仕入れにより、RRP の 45 ～ 55%、あるいはもっ
と安く買い取る契約を出版社と結んでいるためだ。
　それでも、近年のイギリスは、「たとえ割引がな
くてもあえて素敵な独立系書店で本を買う」という
人が増えているし、独立系書店に倣う形でイベント
や個性的なセレクト、居心地の良い店づくりに力を
入れているウォーターストーンズも絶好調だ。

　韓国の書店数は 1994 年に 5683 店舗でピークに達
したが、オンライン書店の登場と激しい割引競争で
減少し始めた。2013 年に 2331 店舗だった書店数は、
14 年 11 月に施行された図書定価制（再販制）の強
化政策で増加傾向に転じ、21 年には 2528 店舗に増
えた（書店数は韓国書店組合連合会による）。以来、
大きな変化はなく現状を維持している。
　政府機関である韓国出版文化産業振興院が発表し
た「2024 地域書店実態調査」によると、全国の書
店数は 3064 店であるが、この数字は隔年調査であ
る韓国書店組合連合会の書店統計よりおよそ 500 店
舗多いことになる。これは、韓国書店組合連合会で
実施している「地域書店認証制」の基準で、子ども
向けの全集書店や宗教書店などを集計から除外した
のが原因で、実際にはこの 5 年間大きな変化はなく
約 3000 店前後の書店が全国で運営されている。
　一方、株式会社街の書店が集計する個人独立書店
の数は、20 年の 634 店から 24 年には 926 店へと増
加し、個人が営む個性豊かな小さな書店の増加傾向
が表れているものの、その増加率は低くなっている。
一方では、学習参考書を中心に中学校や高校の前で
営業してきた伝統的な書店は、学齢人口の減少によ
り減っている傾向だ。

圧倒的シェアのオンライン書店
　大韓出版文化協会の『2024 年出版市場統計報告
書』（大手出版社71社の売上を集計）によると、24年
の総売上は 4 兆 8911 億ウォン ( 約 5380 億円 ) で、
前年比 0.1％減少した。しかし、韓国出版文化産業振
興院の『2024 出版産業実態調査』によると、20 ～ 23
年の出版市場は右肩上がりである（別表参照）。

　韓国の出版流通の最大の特徴は、オンライン書店
のシェアが 60％以上と圧倒的に高いことだ。その
残り40％のうち、大型書店が 20％、小型書店（地域書
店）が20％という割合になる。大手のオンライン書店
と大型チェーン書店は、すべての出版社と直接取引
をするため、地域書店に出版物を卸す取次経由の比
率は日本に比べて極めて低い。ブックセンと教保文
庫（大型書店チェーン）が取次業界を二分している。
　一般書店のマージン率は、単行本の場合、平均的
に買い切りが 30％、委託だと 25％であり、出版社
と直取引をする大型書店やオンライン書店は、これ
よりも 5％以上マージン率が高い。オンライン書店
の売上はここ 5 年間でも増加傾向にあり、一般書店
の数が維持されているとはいえ経営状態は厳しいの
が現状だ。

　ドイツでは、書店数は減少傾向にあるが、書店経
営者の事業継続への意欲は高い。書店の約 90％が
加盟しているドイツの出版業界団体「ドイツ図書流
通連盟（BDB）」によると、2019 年に約 5000 軒あっ
た書店は 23 年に約 4500 軒にまで減少。BDB の会
員数でみても減少傾向が続いている。
　書店のうち 2700 軒が小規模な独立系書店、600
軒が 2、3 店舗を持つ中規模書店、約 1200 軒が大規
模チェーン店。ここには書店以外で書籍を販売して
いるガソリンスタンド、キオスク、スーパーマーケッ
ト、ドラッグストアなどは含まれていない。
　書店数が減少しているとはいえ、新しい書店はあ
る程度開店し続けている。BDB に登録された新規
会員書店は、19 年に 39 社、20 年に 30 社、21 年に
53 社、22 年に 41 社、23 年に 29 社と推移している。

書籍市場は 25 年間安定
　ドイツの書籍市場は 23 年に 97 億 700 万ユーロ（約
1 兆 6017 億円）、前年比 2.8％増。市場は 25 年間、
年間 90 億ユーロを超え安定しているものの、紙や
エネルギーのコスト上昇により、書籍価格は上昇し
ている。現在、書籍の平均価格は 15.47 ユーロ（約
2552 円）で、ベストセラーのハードカバーは約 25
ユーロ（約 4125 円）に達する。
　一方、書籍購入者数は長年にわたって減少傾向
にあり、23 年に書籍を購入した人の数は 19 年より
360 万人ほど減少し 2500 万人となった。それでも
若者は本に多くのお金を使っている。特に 16 ～ 19
歳の若い女性を中心に過去 5 年間で売上は 3 割ほど
増加。BDB によれば、連邦政府による文化への資
金提供プログラム「18 歳向け文化パスポート」（カ
ルチャーパス）の 1 人 200 ユーロ（約 3 万 3000 円）
は主に書籍の購入に使われたという。しかし、24
年は 1 人 100 ユーロに引き下げられた。

高い書店のモチベーション
　BDB の北ドイツ連合会が 24 年秋に全国の書店

99 社に行った調査では、多くの書店経営者が「書
店は消えていく」という雰囲気を感じている一方で、
自社の状況には基本的に満足し、事業を継続するモ
チベーションは高いところが多かった。
　調査対象 40 社によると、最大の課題はコストの
上昇だった。2 番目の課題は高齢者や子連れ家族の
来店が減少する都市環境の悪化、3 番目は出版社の
価格方針（マージン率や仕入れ条件など）。
　出版社が独立系書店に与えるマージンは約 35 ～
45％で、取次から得るマージン約 25 ～ 35％より高
い。しかし直接出版社から仕入れると送料などの費
用が掛かり、最終的に利益率が低い場合がある。
　経費に関して書店が最も心配しているのは人件費
であり、次は物流費とエネルギー費。人件費につい
て、専門の書籍販売員にとって魅力が足りないので
はないかとの懸念もあるが、給料を上げるためには
商品の価格を上げる必要があり、それで顧客が減る
という心配もある。
　それでも 99 社のうち 77 社はモチベーションが高
く、事業を継続する意思を示している。一方、閉業
も検討している 22 社が原因に挙げたのは、ストレ
ス、年齢、政治状況（インフレや不況、人件費や物
流費、エネルギー費の高騰、書店の利益の減少など）
だった。
※ 1 ユーロ＝ 165 円で換算
※ ド イ ツ 図 書 流 通 連 盟（Börsenverein des 
Deutschen Buchhandels ＝ BDB）＝出版社、取
次、書店が加盟する業界横断組織。定期的に刊行を
継続している出版社の 95％、取次関係企業のすべ
て、書店の 90％が加盟する。

大原ケイ　日米で育ち、バイリンガルとして
日本とアメリカで本に親しんできたバックグ
ラウンドから、講談社のアメリカ法人やラン
ダムハウス（現 ペンギン・ランダムハウス）
と講談社の提携事業に関わる。2008 年に版権
業務を代行するエージェントとして独立。主
に日本の著作を欧米の編集者の元に持ち込
む仕事をしていたところ、Google のブック
スキャンプロジェクトや Amazon の kindle
発売をきっかけに、アメリカの出版業界事情
を日本に向けてレポートするようになった。
著作に『ルポ　電子書籍大国アメリカ』（2010
年、アスキー新書）、それをアップデートした
E ブックなどがある。

白 源 根（Baek Wonkeun）　1995 年 か ら
韓国出版業界のシンクタンク「韓国出版研究
所」責任研究員、2015 年に「本と社会研究所」
を設立し代表に就任。文化体育観光部の定期
刊行物諮問委員、出版都市文化財団実行理事、
京畿道の地域書店委員長、韓国出版学会の出
版政策研究会長、韓国出版文化産業振興院の
Web マガジン「出版Ｎ」編集委員、ソウル
図書館ネットワーク委員長、韓国文学翻訳院

「list-Books from Korea」編集諮問委員、
出版評論家、日本出版学会正会員など。

清水玲奈　ジャーナリスト・翻訳家。東京大
学大学院総合文化研究科修了（表象文化論）。
1996 年渡英、パリ暮らしを経てロンドン在
住。2010 年から世界各地の書店取材を続け
ている。本屋さん、出版、カルチャー関連の
ウェブ記事・著書・訳書多数。著書に『世界
で最も美しい書店』『世界の美しい本屋さん』

『英国の本屋さんの間取り』（いずれもエクス
ナレッジ）などがある。
ブログ：https://reinashimizu.blog.jp

Angelika Kieran（アンゲリカ・キーラン）　
北ドイツ・ハンブルグ生まれ。若いころから
言葉や書籍に興味を持ち、大学卒業後、翻訳
家・通訳として活動。2014 年から文化通信
社をはじめ、日本企業に情報や多様なサービ
スを提供。文化通信社主催の研修ツアーでフ
ランクフルト・ブックフェアなどに同行、出
版社や書店のコーディネートと通訳を務めた
経験から国内の出版業に明るい。2018 年か
らハンブルグで貿易会社を経営。
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